
一般質問(代表・匝囚) 通告書

尾張旭市議会議長殿

尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により3月定例会において別

紙のとおり質問したいので通知します。

なお、質問事項の件数及び質問方法は、下記のとおりです。
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1 

 

質 問 事 項 

 

№  １－１  

マイナシステムの活用による市民サービスと業務の効率化に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 近年、マイナンバーカードの普及が進み、マイナシステムを活用した様々な

サービスが全国地方自治体で展開されている。本市においても、マイナシステ

ムを活用した市民サービスの向上や業務効率化が期待されているが、現状にお

ける活用状況や課題、今後の展望について、市民からは様々な意見が出てい

る。 

 そこで、今回はマイナシステムを活用した市民サービス向上と地域活性化、

あわせて行政事務の効率化等について、抜粋し以下の５点について提案を込め

た質問とする。 

 

（１）本市マイナシステムの運用状況について 

運用開始から10年。カード更新を迎える市民も多数いると推測するが、

本市におけるマイナシステム活用はどのように進展されたか。効果、課題

も併せて伺う。 

 

（２）コミュニティバスの補助制度へのマイナシステム活用について 

現在、本市ではコミュニティバス（あさぴー号）の運行に対してチケッ

トによる補助事業が実施されているが、利用者ニーズの把握や効率的な運

行管理の課題を感じている。 

 マイナシステムを活用することで、利用者の属性や利用状況を把握し、

より効率的な運行計画を立てることができるのではないか。 

 

 

※ 申し合わせ事項に留意すること。 
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質 問 事 項 

 

№  １－２  

マイナシステムの活用による市民サービスと業務の効率化に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（３）地域商業の活性化に向けたマイナシステム活用について 

地域商業の活性化は、本市の重要な課題の一つだ。 

   マイナシステムを活用することで、地域ポイントの発行や地域通貨の導    

入など、地域消費を促進する施策を展開できるのではないか。 

 

（４）ボランティア活動へのポイント付与におけるマイナシステム活用につい   

て 

ボランティア活動は、地域社会を支える重要な活動だが、参加者の減少

や高齢化が課題となっている。 

 マイナシステムを活用することで、ボランティア活動への参加者に対し

てポイントを付与し、活動を促進することができるのではないか。 

 

（５）健康施策へのポイント付与におけるマイナシステム活用について 

市民の健康増進は、健康都市を標榜する本市の最重要施策の一つ。 

マイナシステムを活用することで、健康診断の受診や運動習慣の改善な 

ど、健康増進につながる行動に対してポイントを付与し、市民の健康を促

進することができるのではないか。 

※ 申し合わせ事項に留意すること。 
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質 問 事 項 

 

№  ２   

集会施設等の効率化に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 市制55年を迎えるに当たり、今日までの市政運営に対し歴代市長、行政職

員、地域住民の尽力に敬意を表すものの今後の市政運営に対しては、大局的

に是々非々で歴史検証と現状を十分認識して進めなければならないと考えて

いる。この項は、多くの地方行政課題でもある老朽化と費用対効果が問われ

る公共施設、中でもコミュニティに立脚した「箱物」と呼ばれる集会施設

「老人いこいの家、ふれあい会館、コミュニティ拠点施設等」を中心に絞り

施設の現状と今後の取組についての考え方を尋ねる。あわせて、変革をする

社会情勢、本市財政基盤に立った上で、迎合的な情緒観から脱却した、深く

そして先を見据えた行政判断を検討いただきたく提案を届けたい。 

 

（１）老人いこいの家について 

各所の利用状況（利用頻度、利用者層など）、施設の老朽化状況、維持

費 、地域住民のニーズ、類似施設（地域集会所、公民館など）との連携状

況、 統廃合のメリット・デメリットについて 

 

（２）ふれあい会館について 

各所の利用状況（利用頻度、利用者層など）、施設の老朽化状況、維持

費 、地域住民のニーズ、類似施設（地域集会所、公民館、コミュセンな

ど）との連携状況、 統廃合のメリット・デメリットについて 

 

（３）ＡＩ（エーアイ）を活用した効率化について 

 

※ 申し合わせ事項に留意すること。 


